
山田寺艶筒状況

4. 111川寺跡掠備工事

山H:I守跡復!Jl(事業は、文化庁からの支/1¥委任耶lとし

て、 1993 (， 1:: 度から 1997{ド皮までの 5 ヶイ1~ ~lïlliÎ にて尖施し

た。 整備 }j ~1 として、

1 )イド:~: • .tr-iと"""J.1日1Jnl;でIJtjう1'1'心伽庇について、

できる I~H り;J，~邸宅:の尖大組 JJ;( をおこなう

2) "，心伽藍の外周を IJ~ う前川と大垣の復1Jl(表ボをお

こなう

3 )現況の通過怖や水路をできるだけilitllt1!J:1J;(衣1)，と

市桜しないよう工夫し、移設や迂Inlをおこなう

1( )見学省}IJの苑路 ・休忍!所与:使係施設を格1iliする

などを決めた。

しかし、幣制Ii.lt!!.における扮水litが予想外に多かったこ

とや水川跡の土岐のヘドロ化がj並行しており、多 I，tのヘ

ドロの人れ呂、えをおこなわなければならないこと、 111側

から中I"JJ.えび市l両川廊沿いに束凶に11流する水路のIMJ衷

脱棋が大きいことなどから、 1WJ;(は大中高に縮小すること

となり、イ役立 • .t!'i . 1!.!I/nl; . """] . )(:11"1・|前川の各JP，"(は、

機土張芝による彼JJ;(表不にとどま った。

蛙併liにあたり 、イドit. >>.'i .四回II. rl'I"J .大垣・ I?i川の

各 ~lJ'ï は、担任 1:張之の桜 JJj( 去ぷとし、イを堂及び塔は、

GL+ 1 m、!日1Jnl; ・r.j~I"Jは、 GL+ 30cm、A.!i1.fliil"JGL+ 

10cm，'::jで表示をお こない、|凶1M内古liは、化紘砂利政き

(J!j.:~ cm)とした。

南川から T{.i に延びる参道 ( 1~lí\7.4 m、延長20.5m) とそ

れにとりつく束州道 (1陥12ぶη、延長67目Om)については

li'lqゴ政き とし表ボをおこなった。また、束而図版liの東側

20.2mに間廊と1Jf:行した火砕が検IL¥されており、これを

I~I 然イ1 波町~ (1陥70cm、延長117m)で表示 した。

)jJJi況において、敷地内を雨北方II'Jに縦断している

通過路及び耕作III道路を蛙備.lt!!.の東西端にそれぞれ迂回

移設した。また、以西ブj向にl't流していた水路を市川と

1'11門の1111に石積水路で移設し、崩壊の苦しい下流部は石

駅堰拠を設けた。蚊j自の経伝Iiは、水m閥、j也去二|二(剥1:作泥

土)をすき取り後に椛ー1:造成し、あわせて透水符及び司敷

地問 1m に透水七tu形ì ，Yt をリ~X設するなど-lJI 水と加水対策を

施した。

本絡的な復JJ;(控1~Hは、今後を待たなければならないが、

今lul5ヶ年で尖施した牧備事業の施て1(，iHiは25.000111、

総事業t'/は、 3億円である。 (上垣内茂樹)
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